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市財政収入の一部に寄与することを目的とし、裏表紙に広告を掲載しています。なお、掲載している広告内容については津市が保証しているものではありません。

　私が所属している学習支援部会は13人のボランティアで運営され、放課後や夏休みに、自発的に参加
する児童の学習をサポートしています。学力の向上はもちろん、先生や保護者以外の大人に褒められるこ
とは、子どもの自信にもつながります。褒められ、照れくさそうに見せる笑顔。それが私たちのやりがいです。

　地域の皆さんがやさしく、温かく、人とつながりたいと思う心でしょうか。「キラリ豊が丘」設立から４年たった今、子ども
たちの元気なあいさつからも、「自分たちは地域に見守られている」と感じてくれていることが伝わり、うれしくなります。今
後は子どもたちを主体としたボランティア活動にも取り組むことで、一層地域への愛着を深めてくれればと思います。

Q3 松原さんにとっての”キラリ”と、今後の目標は？

Q2 学習支援部会の活動と、やりがいは？

Q1 「キラリ豊が丘」について教えてください。

撮影：豊が丘小学校

放課後の学習サポート「キラリの時間」打ち合わせをする学習支援部会の皆さん

　地域との結び付きが強い子どもは、元気で輝いている　、そう思い、学校・地域・家庭が組織的につながり、児童の
成長をサポートするボランティア団体「キラリ豊が丘」を立ち上げました。現在、80人を超える地域の皆さんが、学習支援・
環境整備・図書館支援・防災教育・街頭指導の５部会で活動しています。子どもは、コミュニティーの核。地域の皆さんの
温かい協力の下、子どもたちの“キラリ(良いところ)”が輝く学校づくりを応援しています。

松原  利子さん 

キラリ豊が丘
副本部長・学習支援部長
ま つ ば ら 　 　 　 と し こ

平成25年、ボランティア団体「キ
ラリ豊が丘」の設立に携わり、
副本部長と学習支援部長を務
める。津家庭教育研究会の講
師の他、学童保育・児童養護施
設でも勤務するなど、子どもた
ちと深く関わっている。


